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平 成 ２３ 年 度 

新 温 泉 町 教 育 構 想  

                                                    

                             新温泉町教育委員会 

 

生涯にわたって生き生きと輝く教育をめざす 
 

＜新温泉町のめざす人づくり＞ 

・ふ る さ と を 愛 し 人 と 自 然 に や さ し く 未 来 を 切 り 拓 く 人 

・夢 や 希 望 を 持 ち 自 ら 進 ん で 学 び 続 け る 人 

・心 も 体 も 健 康 で 豊 か な 人 間 関 係 を 築 く 人 

 

＜最重点目標＞ 

基 本 的 生 活 習 慣 の 定 着 

～ あ い さ つ ・ そ う じ ・ あ と し ま つ ～ 

（ 生 活 が 落 ち 着 く と 学 習 意 欲 も 向 上 す る ） 

 

平成２２年度元ニューヨーク市長ジュリアーニ氏の「ブロークンウインドウズ理論」

に基づき基礎基本の重要性を再認識し、この定着に取り組んできた。そして一定の成果

を得た。今年度も引き続きこの実践、定着に取り組みたい。 

 

参考 ＜兵庫県教育委員会の基調＞ 

元 気 兵 庫 へ  こ こ ろ 豊 か な 人 づ く り 

～夢や志を抱き未来を切り拓く子どもたちの「生きる力」をはぐくむ～ 

 

＜ひょうご教育創造プラン＞ （平成 21年度～平成 25年度）平成 21年 6月策定 

１ 知・徳・体の調和がとれ、生涯にわたって自らの夢や志の実現に努力する人 

  心身ともに健康で、幅広い知識や教養を身に付け、豊かな情操や道徳心、命や自然

を大切にする態度を養うとともに、望ましい勤労観や職業観をはぐくみ、生涯にわた

って個性や資質能力を磨き、志をもって自らの未来を切り拓く力を培う。 

２ ふるさとを愛し、互いに支え合い協力しながら明日の兵庫を切り拓いていく人 

  思いやりや寛容の心をもって多様な人々と共生する態度を養うとともに、地域の課
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題の解決に参画するなど、震災の教訓を踏まえ、地域の人々と手を携えながらふるさ

と兵庫の発展に貢献する力を培う。 

３ 社会の構成員として自覚と責任をもって主体的に行動し、日本の未来を担う人 

一人一人が社会を構成する一員としての責任を自覚し、公共の精神や人権尊重の精

神に基づき、よりよい社会づくりに向けて主体的に行動する力を培う。 

４ 我が国の伝統と文化を基盤として、世界に通用する力を培い、高い志をもって国際

社会に貢献できる人 

  伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛し、他国を尊重す

る態度を養うとともに、幅広い知識や教養、柔軟な思考力に基づく判断力や想像力、

コミュニケーション能力を培い、国際社会の平和や発展に貢献する力を培う。 

 

＜重点課題＞ 

１．自立的に生きる力を培い、創造性を伸ばす教育の推進 

 子どもたちが、豊かな人生を送るためには、生涯を通して自主的に学ぶ習慣づくりが

大切である。そのためには「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」などの「生きる力」

をはぐくむことが重要である。 

 

①学習指導 

心が通い合い、お互いが支え合う学級経営を基盤として、児童生徒に確かな学力を身

に付けさせる。基礎的・基本的な知識・技能と、それらを活用して課題を解決するため

に必要な思考力・判断力・表現力等をバランスよく伸ばすとともに、主体的に学習に取

り組む態度を育成する。 

 

②情報教育 

 情報の信頼性、信憑性について考える能力や、情報を主体的に収集、選択、処理し、

発信する能力、情報モラル等の情報活用能力の育成に努める。 

また、社会のＩＣＴ環境の変化を意識し、教員のＩＣＴを活用した指導力の向上を図

り、教科指導におけるＩＣＴ活用や校務の情報化等に取り組む。 

 

③進路指導（キャリア教育、職業教育） 

家庭や地域との連携のもと、児童生徒の個性の伸長に努め、社会で自立していくため

の人間形成をめざすキャリア教育に取り組む。 

その中で、人間としての在り方生き方という観点から、進路指導を充実する。指導に

あたっては、児童生徒に将来の目標を持たせ、その達成に必要な知識や技能を身に付け

させる。また、自らの意志と責任で主体的に進路を選択し決定できる能力や態度を育成
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する。 

 

④道徳教育 

人間尊重の精神や生命に対する畏敬の念を培い、豊かな心をもち、未来に向けて主体

的に人生や社会を切り拓く基盤としての道徳性を養う。 

また、人間としてよりよく生きるための基本的な心構えや行動の仕方について、体験

的・実践的な活動を通して学ばせる。 

 

⑤伝統と文化に関する教育 

国際社会で主体性に生きるため、日本の伝統や文化についての理解を深め、それらを

尊重しながら、豊かな文化の創造を図る態度を育てる。そのため、各教科や特別活動等、

地域と連携した取組等において、郷土の伝統や文化に触れる機会を充実し、国や郷土を

愛する態度を養う。 

 また、芸術文化に親しみながら、感性、豊かな情操、生涯にわたって芸術を愛好する

態度や心情を育む。 

 

⑥体育・スポーツ活動、 

運動の特性や魅力に触れさせ、体育・スポーツ活動の楽しさや喜びを味わわせる。こ

うした活動を通して、豊かなスポーツライフを継続する資質や能力の育成と体力・運動

能力の向上を図る。 

 

⑦食育をはじめとした健康教育 

子どもたちが抱える心身の健康課題に適切に対応し、生涯を通じて健康で安全な生活

を送るための基礎を培う。また、「食」が子どもたちの心身の成長及び人格の形成に大

きな影響を及ぼすことを認識し、家庭や地域と連携して食育の推進に取り組む。 

 

⑧特別支援教育 

通常の学級に在籍するＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症等を含めた障がいのある幼児児

童生徒のライフサイクルを見通し、持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克

服するために、一人一人の教育的ニーズを把握し、きめ細かく適切な教育的支援を行う。

さらに、学校教育全体で、社会の一員として主体的に生活を営むことができる力を育成

する。 

また、人権教育の観点から、障がいのない幼児児童生徒等との交流及び共同学習や地

域の人々との交流活動を積極的に推進するとともに、特別支援教育の理解・啓発を図る。 
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２「体験教育」をはじめ特色ある教育の推進 

地域における人間関係の希薄化などが進む中で、子どもたちに豊かな人間性や社会性

などをはぐくむためには、自然体験や社会体験などの体験活動を充実することが求めら

れる。体験活動を通して子どもたちに困難にくじけずたくましく生きる力をはぐくむ教

育を推進する。 

小学生の「環境体験事業」や「自然学校」、中学生の「トライやる・ウィーク」、特別

支援学校の「YU・らいふ・サポート事業」等の体験活動を発達の段階を踏まえ体系的に

実施する兵庫型「体験教育」を一層推進する。 

 

①体験活動 

児童生徒の発達の段階に応じた体験活動を実施することにより、児童生徒が自ら学び、

考え、体得する教育を推進する。このため、自然体験活動や、ボランティア活動等の社

会体験活動を通して、自尊感情を育み、個性の伸長を図るとともに、命の大切さや思い

やりの心、規範意識の涵養など、「心の教育」の充実を図る。 

 さらに、人間としての在り方生き方への自覚を深め、自己を生かす態度を養うなど、

社会的自立への基礎を培う。 

また、昨年世界ジオパークに認定されたこともあり、児童のジオパーク体験を充実さ

せる。 

 

②環境教育 

「兵庫県環境学習環境教育基本方針」に基づき、自然とのふれあいや身近な生活の中

での気付きや発見をきっかけとして、環境に関心を持ち理解を深め、自然に対する感性

や命を尊ぶ心を育む。 

また、科学的な考察を通して、次世代に継承する環境適合型社会の実現に向けて主体

的に行動する実践力を養う。 

 

③防災教育 

命の尊さや助け合いの大切さ、ボランティア活動の重要等、震災から得た教訓を語り

継ぎ、人間としての在り方生き方を子どもたちに考えさせ、「兵庫の防災教育」に取り

組む。また、地域の特性に起因する様々な自然災害に備え、対応できる力を育む。 

あわせて、災害に強い、安全で安心な地域社会の構築のため、学校・家庭・地域の果

たす役割を明確にし、学校防災体制の充実を図る。 

 

④人権教育（学校教育、社会教育） 

「人権教育基本方針」に基づき、家庭、地域、職場等において、人権尊重の理念に対

する理解を深め、お互いを認め合いながら共に生きる「共生社会」の実現に主体的に取
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り組む実践力を育成する。 

推進にあたっては、同和問題が人権問題の重要な柱であるととらえつつ、女性、子ど

も、高齢者、障がいのある人、外国人等人権にかかわる課題の解決に向け、教育の主体

性、中立性を堅持しながら、総合的に取り組む。 

 

⑤多文化共生社会の実現をめざす教育・国際化に対応した教育 

国際化の進展を踏まえ、人権尊重を基盤に、多文化共生社会の実現をめざす教育を推

進し、外国人児童生徒、帰国児童生徒等の自己実現を支援する教育を充実させる。また、

すべての児童生徒に対し、国籍や民族等の「違い」を認め合い、共に生きようとする意

欲や態度を育む。さらに、自国の伝統や文化を尊重し、異なる文化に敬意をはらい、言

語を用いて自らの考えや意見を伝える等、国際社会に貢献する態度や能力を育成する。 

 

３ 子どもたちの学びを支えるため、学校・家庭・地域の連携の強化 

学校、家庭、地域のそれぞれが、子どもたちの成長にかかわる当事者としての自覚と

責任を持ち、相互に連携・協力し、一体となって子どもたちの教育に取り組み、社会全

体で子どもをはぐくむため、地域教育推進事業や学校支援地域本部事業等を実施する。

そしてこうした取り組みを踏まえ、家庭や地域が学校の教育活動や運営に参画しやすい

仕組みづくりについて研究を進める。 

 さらにＰＴＡや地域ボランテイア、ＮＰＯ等の支援を得ながら、地域や学校の実態に

応じた学校・家庭・地域の連携・協力体制を強化し、特色ある教育を一層推進する。  

 

①家庭と地域の教育力 

 教育の原点は家庭教育であるとの認識に立ち、子どもたちの成長に親自身も学び育つ

親学習の充実を図る。また、学校・家庭・地域が、それぞれの責任を果たすことができ

るよう連携を緊密にし、社会全体で子どもたちの「生きる力」を育む環境づくりに努め

る。 

 

４ 子どもたちが安心して学べる環境づくり、信頼される学校づくりの推進 

学校への信頼の確立には、一人一人の教職員の資質能力の向上と、すべての教職員の

協働による学校の組織の強化が不可欠である。 

 教職員は、子どもたちはもちろん保護者や地域の人々から寄せられる期待や信頼に応

えられるよう、教育の専門家としての自覚を高め、常に学び続ける向上心を持って、学

習指導や生徒指導をはじめとする実践的指導力の向上に努めることが重要である。 

 このため、教職員が、県教育委員会等の実施するライフステージに応じた研修なども

活用しつつ、意欲を持って研究・実践に取り組むとともに、各学校においても学校の課

題に応じた研修を計画的に実施することが必要である。 
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①教職員の協働体制 

 校長のリーダーシップのもと、教職員一人一人の能力・適性を生かした学校経営に努

め、学校の組織力を高める。「学校業務改善実践事例集」の活用等により、校務分掌の

見直しや会議等の精選、校務の情報化等効率的な学校運営に努め、教職員が心身ともに

健康で、子どもたちと向き合う時間をできるだけ多くもち、こころの通い合う教育を推

進する。 

 また、ハラスメント等のない、一人一人の教職員が意欲を持って職務に取り組める環

境づくりを進める。 

 

②教職員としての資質と実践的指導力 

 教職員としての使命感と高い倫理観を保持するとともに、豊かな人間性の涵養に努め、

専門性と実践的指導力の向上や、社会の変化に対応した教育観を培うことをめざして、

研究と修養に努める。 

教員免許の更新等の様々な機会を捉えて、自らの教職生活を振り返るとともに、最新

の知識・技能を身に付け、新たな思いで子どもたちに向き合う。 

 

③開かれた学校づくり 

 学校は、教育活動その他の学校運営に関する情報の積極的な提供や、学校評価による

学校運営の改善、地域と連携した教育活動の展開等により、開かれた学校づくりを一層

推進する。 

こうした取組を通して、保護者や地域の人々からの信頼を確保し、学校が家庭・地域

と連携・協力して地域全体として子どもたちの成長を支える環境づくりに努める。 

 

④学校安全と危機管理体制 

 校長のリーダーシップのもと、学校の危機管理体制を確立し、教職員の危機対応に関

する知識・技能の向上を図る。 

また、家庭や地域と連携し、子どもたちが安全な環境で、安心して学校生活が送れる

よう、安全教育推進の組織づくりや指導内容・指導方法の充実に努める。 

 

⑤児童生徒理解に基づく生徒指導 

 一人一人の児童生徒の内面的理解に基づく指導の大切さを認識し、人間的なふれあい

を通して心のきずなを深める。また、教育活動全体を通じて児童生徒の規範意識等の社

会性を培い、自主性や自律性、主体性を育む。 

とりわけ、重要課題となっているいじめや暴力行為、不登校、児童虐待等については、

学校・家庭・地域が連携を密にし、その未然防止、早期発見、早期対応に努める。 
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 また、自他の命を大切にする心を育成するため、生きる喜びと命の大切さを実感させ

る教育の充実に努める。 

 また、昨年度設置された「子ども相談室」を有効活用する。 

 

５ だれもが生きがいをもって地域社会に参画する生涯学習社会づくりの推進 

 人々の学習ニーズがますます高度化、多様化する中で、生涯にわたり自己実現をはか

り、生涯のあらゆる時期に学習機会を選択して学べるよう、さまざまな学習機会の提供

と学習者への支援体制の整備が求められている。 

 このため、社会教育関係者の資質能力の向上に努め、生涯学習に関する積極的な情報

提供など学習への支援体制を整備するとともに、読書ボランテイアの養成など学びの成

長を生かす取組みを進める。 

 また、地域に根ざしたスポーツクラブ２１などに取り組むなど、町民の健康・体力の

増進を図る。 

 

①社会教育の基盤づくり 

町民一人一人が豊かな人生を送ることができるよう、生涯にわたって、あらゆる機会

や場において多様な学習ができ、その成果を適切に生かすことができる生涯学習社会の

実現を図る。 

このため、町民の学習ニーズの適切な把握に努めるとともに、社会教育施設における

学習支援の充実や地域の文化財の保存と活用等、町民の学習活動が円滑に行われるよう

条件整備に努める。 

 

②学習活動の支援と成果を社会に生かす仕組みの構築 

町民の生涯にわたる学習活動を支援するため、学習ニーズに応じた多様な学習機会を

設定する。また、学びの成果を地域の課題解決や学習支援活動に生かせる学びと実践の

一体化した生涯学習を推進する。 

 

③生涯にわたるスポーツ活動 

 成人が週１回以上スポーツに親しむ機会を持つことをめざし、誰もがそれぞれの年齢

や体力、技術、興味・関心に応じて、いつでも、どこでも、気軽にスポーツを楽しむこ

とができる体制や環境を整備し、生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に努める。 


